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1. 前回の続き

 前回まで 3 回にわたり、動画を用いた教育

（教授）について紹介してきた。連載の最終

回となる今回は、動画を用いた教育普及の一

種として、動画を用いたネット広報について

考えたい。インターネットで見ることができ

る動画をいくつか個別に取り上げ、そこから

何らかの動画を用いた広報に役立つ知見を得

ることを、今回の目的としたい。

 以下、2 節で天文教育普及界での動画を用

いたネット広報の具体例を取り上げ、3 節で

天文学以外の学術界での動画を用いたネット

広報の成功例を紹介し、4 節で一般の天文フ

ァンが制作したものと思われる人気動画を紹

介し、5 節で今回のまとめをしたい。最後の

6 節では、連載全体をまとめたい。 

 なお、本稿で紹介する各動画の再生数は、

2010 年 2 月 10 日現在のものである。 

2. 天文教育普及界での動画を用いたネット

広報の具体例

 天文教育普及界でも、広報活動に動画を活

用することが始まっている。本節では、その

先進的な例として、西はりま天文台公園によ

る「キラキラ ch」と、天文教育普及研究会近

畿支部による「“宇宙（天文）を学べる大学”

合同進学説明会の録画映像」の二つを紹介す

る。

2.1 事例 1「キラキラ ch」 

 「キラキラ ch」とは、西はりま天文台公園

が毎月 2 回程度のペースで制作・公開してい

る広報番組である。西はりま天文台職員など

が登場し、その月の星座や天文台広報誌の内

容などを、10 分間以内で紹介している（図 1）。 

図 1 西はりま天文台公園による「キラキラ

ch」[3] 

ソンブレロ銀河を紹介するのに、ソンブレロを

被っているという、非常にベタな方法だが、イ

ンパクトはある。 

西はりま天文台の地元のケーブルテレビの他、

天文台ホームページ[1]、音楽・ビデオ配信サ

ービスの iTunes Store[2]、動画投稿サイトの

YouTube[3]で見ることができる。 

2.2 事例 2「“宇宙（天文）を学べる大学”

合同進学説明会の録画映像」

天文教育普及研究会近畿支部では、大阪市

立科学館において 2008 年[4]と 2009 年[5]の

過去 2 回、「“宇宙（天文）を学べる大学”合

同進学説明会」を開催した。さらに、説明会

で行われた各大学の説明と、天文学に関する

講演の様子を録画し、動画投稿サイトの

YouTubeとニコニコ動画[6]で公開した（図 2）。

各大学・各講演の映像へのリンク集は、天文

教育普及研究会の Web サイトにある（2008

年は[7]、2009 年は[8]）。 

インターネットには再生数が数千万回にも

上る人気動画[10]があるにもかかわらず、こ 
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図 2 天文教育普及研究会近畿支部による

「“宇宙（天文）を学べる大学”合同進学説

明会の録画映像」[9] 

 

れらの動画の再生数は高々2000 回程度にと

どまっている。天文学のような学術に関わっ

ている人が制作した動画は難しくて、多くの

人にはなかなか見てもらえないのだろうか。

いや、そうではない。学術に関わっている人

が制作していても、次節で述べるように、1

万 6000 回以上も再生されている人気動画が

あるのだ。 

 

3. 天文学以外の学術界での動画を用いたネ

ット広報の成功例 

 嘉悦大学は、ニコニコ動画に公式チャンネ

ルを開設し、経済学などに関する動画をいく

つか制作・公開している。チャンネルのオー

プニングを飾る動画には、経済学者である学

長の加藤が出演し、1 万 6000 回以上も再生

されている人気動画となっている（図 3）。 

 嘉悦大学が制作している動画の人気の理由

は一体どこにあるのだろうか。ニコニコ動画

における、ユーザーが受身的に動画コンテン

ツを視聴するだけではなく、知識の表現物と

してのコンテンツを批評したり、既存のコン

テンツを改善して新たなコンテンツを構築し

たりする現象を加藤は高く評価し、「ニコうど

うりょく（ニ行動力）」[11]と動画中で表現し

ている。つまり、電通「クロスメディア開発

プロジェクト」チームが言う、「ターゲットが

日常的に興味・関心を持っていることや、嗜

好していることの文脈の中で、ブランドを語

る」[12]ことを実践しているのだ。これが、

嘉悦大学が制作している動画の人気の理由の

一つと言えよう。 

 

 

図 3 経済学者が出演する人気動画[11] 

 

4. 一般の天文ファンが制作したものと思わ

れる人気動画 

 未だ動画を用いた効果的な広報の仕方を掴

めていない天文教育普及界を尻目に、すでに

一般の天文ファンの中には、人気動画を制作

するコツを掴んでいる者もいるように思われ

る。本節では、そんな一般の天文ファンが制

作したものと思われる人気動画の例として、

「【宇宙】ハッブル宇宙望遠鏡が捉えた宇宙

【ヤバイ】」と、「探査機はやぶさにおける、

日本技術者の変態力」の二つを紹介する。 

 

4.1 事例 1「【宇宙】ハッブル宇宙望遠鏡が

捉えた宇宙【ヤバイ】」 

 この動画は、NASA が公開している、ハッ
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ブル宇宙望遠鏡で撮像した画像データに美麗

な色付けをした画像に、綺麗な音楽を合わせ、

スライドショーにしたものである。なお、タ

イトルの「ヤバイ」は悪い意味ではなく、「凄

い」という意味で使われている。YouTube で

は 37 万回以上[13]、ニコニコ動画では 41 万

回以上[14]も再生されている（図 4）。 

 

 

図 4 一般の天文ファンが制作したものと思

われる人気動画の例 1「【宇宙】ハッブル宇

宙望遠鏡が捉えた宇宙【ヤバイ】」[14] 

視聴者の質問（Ⅰ）に対し、別の視聴者が解説

（Ⅱ）をして答えている。 

 

 この動画の人気の理由は、美麗な天体画像

はもちろんのこと、ニコニコ動画で公開され

ている動画の場合、視聴者がニコニコ動画の

コメント機能を用いて、質問や解説などをす

ることができることにあると思われる。ニコ

ニコ動画では、視聴者が動画上の任意の時点

にコメントを付けられるが、視聴者が無償の

「支援者（facilitator）」[15]になり、動画に

解説を付けたり、動画制作者にアドバイスを

したりすることがよくある。ニコニコ動画は

娯楽ツールでありながら、前回（「天文教育」

2010 年 1 月号）[16]の 3.2 項でも述べた、構

成主義的な教授デザインモデルにおいて重要

な、コミュニケーションを通して共同的な「知

識構築（knowledge building）」[17]を行う学

習を成立させてしまっている。この動画も、

天体画像をスライドショーにした動画制作者、

質問をした視聴者、解説を付けた視聴者など

により、共同的にコンテンツが構築されてい

る。 

 

4.2 事例 2「探査機はやぶさにおける、日本

技術者の変態力」 

 この動画は、人気アニメ『宇宙戦艦ヤマト』

の音楽に乗せて、小惑星探査機「はやぶさ」

の打上げから地球帰還までを、格闘する技術

者たちの姿をヤマトのキャラクターたちに重

ねながら、紙芝居形式で描くものである。な

お、タイトルの「変態」は悪い意味ではなく、

「凄い」という意味で使われている。 

 JAXA が制作した映像や、ヤマトの音楽・

キャラクターを無断で使用している点で、現

行の著作権法では問題があるが、YouTube で

は 1 万 8000 回以上[18]、ニコニコ動画では

53 万回以上[19]も再生されている（図 5）。 

 

 

図 5 一般の天文ファンが制作したものと思

われる人気動画の例 2「探査機はやぶさに

おける、日本技術者の変態力」[19] 

科学技術予算を削減した「事業仕分け」に反発

するコメントも多数付けられている。 

 

 この動画の人気の理由は、構成の面白さも

さることながら、ニコニコ動画で公開されて

Ⅰ
Ⅱ
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いる動画の場合、「【宇宙】ハッブル宇宙望遠

鏡が捉えた宇宙【ヤバイ】」と同様、視聴者が

ニコニコ動画のコメント機能を用いて、質問

や解説などをすることができることにあると

思われる。この動画に付けられているコメン

トではさらに、科学技術予算を削減した「事

業仕分け」への反発機運も盛り上がっている。

動画を用いた広報により、科学技術に対する

一般市民からの支持を獲得できる可能性を感

じさせる。 

 

5. 今回のまとめ：効果的なネット広報のポ

イント 

 今回、いくつかの動画を見てきた中で分か

った、再生数が多い動画の特徴を箇条書きに

すると、大体次の四つになると思われる。た

だしこれらの特徴は、再生数が多いすべての

動画に共通するわけではない。 

①視聴者の文脈で語っている。 

②美麗な画像・映像。 

③面白い構成。 

④視聴者が動画の共同的な構築に参与で

きる。 

 これらの特徴を持つ動画を制作すれば、動

画の再生数を伸ばし、広報活動を成功に導け

るかもしれない。さらには、科学技術に対す

る一般市民からの支持の獲得に繋がる可能性

もある。 

 

6. 連載全体のまとめ 

 今回まで 4 回にわたり、動画を用いた天文

の教育普及について見てきた。第 1 回から第

3 回までは教育（教授）、第 4 回では広報普及

を取り上げた。教育（教授）と広報普及には

共通している点も少なくない。実際、本稿で

述べたように、「コミュニケーションする他者

の文脈で語る」、「他者も共同的な何かの構築

に参与できる環境をデザインする」ことは、

教育（教授）と広報普及に共通して重要であ

る。そう考えていくと、教授（教育）を意図

的にデザインする「教授（教育）デザイン」

や、広報普及を意図的にデザインする「広報

デザイン」などを、より上位で統合する「コ

ミュニケーション・デザイン」（図 6）の地平

も拓けてくる。 

 

 

図 6 教授デザインと広報デザインの上位概

念であるコミュニケーション・デザイン 

 

 天文学普及プロジェクト「天プラ」[20]の

佐藤らが、「『誰と』『何を』『どうやって』コ

ミュニケーションするのかの組み立てを意識

的に」[21]行うこととして「コミュニケーシ

ョン・デザイン」を定義し、その重要性を天

文教育普及界に説いたのは、ほんの 1 年とち

ょっと前のことである。動画を用いた「コミ

ュニケーション・デザイン」に対する天文教

育普及界の挑戦は、まだ始まったばかりであ

る。（連載終） 
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